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自閉症状把握のためのチまックリズ ト作成の こころみ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相談を受げ境養ゼ蓄1ん3ケ月に1回は母親との面接及

又Fて鵬めに曽……ヒ・一　琳締繍櫛瀞こ騰磯迎欝るi
唐醜の亭後を噸ず獅地亜毒でに鱒自閉児2際擁鯵賭同一の質問餌終常と

騨の熟蹴及び個物傭の症備究を秘てき、感じた蝋躍難の牌の両方レζついて・チ・ッ4
準5それは今後こg問題を更に発展させド．最終的には自：　してむらづたものであるよ幼児期西時塑奪嗣「年幹餐し

閉児に対するよりよ囎療的ア伽呼とは⑳様なも1鵬なが凍点酌し噸ま澗題が残る轄蟹、疹ろi
のであ＝るかを検討し婿く餌のも爾謝り，そあためうカ㍉ず働嚇過蜘～る子ξも達の苺親溝齢を1

には・ ある酢定の年齢時における状態像を同一の視点かi　指楚す1る程ρ正確さ泡零夢でも無理であろうと考えたか1

ちと、らえ，そこにかがわる条件を分析検討する凄をつみ　　らであると同時に♂乙蒋徴の有無もさることながら同じ特

かさねて行がねばなぢず，その基準作り¢第1歩どして　　徴でも年齢とごと・もに変化1しφすいものと，そうでないもi

自閉児が持つといわれる行動特徴のチエックリストを試　　のがあるなら，それを検討することこそ今回の研究の目

作。幼児期と年長期とではどの様な変化をみせているか　　的のためにはより重要であると考えたからであ蓄♂鍛

を郷ことにより・予卿予測胴時をこ・1その降購 対就の年騨成繍1隷示樋りである5 〔『

して曝なら蓼い治療的蓼近の景安を鳶て魚ダ〉に有勤な状　　　第1表　対象児の構成　　　　　　　　　　　　　…

態』把握のための資料検討を行なづのが今回の研究の目

的で謬る。　『　　 　ら・i鷺

　　　　　　　　　、8　　　r
　H　チェックリスト及び対象児⊂、．，，

今回試作されたチまヅ功リズ1トは，自閉児の相談治療

に5年以上の経験を持づセラピスト6名を中心にllロー

ナ・ウイングがあげている自閉症児の特徴を参考に，わ

れわれの経験から，な るびく具体的な行動をあげるよう

努力した。チ昂ックす揺ぎ行動の領域匙七ては51「感

覚」「社会性」「智語」「執曽」「生活習慣」呂「知的発達」

「自已統制』をあげた。
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　結果の整理にあ庵っでは， まず回答を得た対象児を㌶

現在め状態で重度，』中度〆軽度の三群に分ける審を試み
　　　　　とヤた。これは将来亭後とめ蘭傑をも含あたチェックリスト

を作りあげたいど考えだか．ぢきある6r三群の決定にあた
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第3表

．バ1

1』

一重1 う弟 r．　，』度 』，

、、
軽「 　度

烹「7実数
聴覚にみられる特異さ

間1，2）

過去にのみみられたもの1

在みられるもの昏、

・現，共にみられるもの

2 』

31允

・1L1∵

」『16∫7

11．1

331

25．0

5．0

．3

212

20．0

0．0

0．0

視覚にみられる特異さ

問3，4，5）

過去にのみみられるもの

在みられるもの

こタられるもゆ

352

11．1

8．5

．4

231

11．1

6．7

．6 4 26．7

視覚にみられる特異さ

（問3，　4，　5）

過去にあみみられるもの

現在みられるもの

共粥タられるもゆ

3
5
2

11．1

18．5

7，4

％　　輿数　　％

嗅覚にみられる特異さ

（問9）

過崇にの夢み、ら、れるも の

現在遜与燕うもの、

共に桑疹敬ぐもの

2　　22．2

2　　22．2

2　　22．2

1
1
2、

16．7・　1∫・20．0

16・7　 1し20・0
33．3

味覚にみられる特異さ

（問10，12）

過去にのみみられるもの

、現在みられ多もの

共にみも．ηうもの

4”22．2

7　　38．9

4
工

1

33．3

8．3

8．3

2　　20，0

3　 30，0

計

過去にめみみられるもの

現在みられる．もの

共にみ：られるも’の 1

11・　15』3

10　　13．9

13　　18，・1

10

8
5

18，5

14．8

9，3

5　　11．1

2　　4．4

9　2q．0

第4．表

重　　度f 中　　　度 軽r　度

粟数 ％ 実数 ％ 実歎 露

　　　　厄 i痛感覚にみられる特異さ

6，7）

過去にのみみ られたもの

在みら苑準もの

過・現共にみられうもの

331

16．7

6．7

．6

31

25．0

8．3

、き』

4 40』P－

そ9他の感覚にみられる
異さ

（間8，11）

過牽にの遜夢られたもの

在みられるもの

・現，共にみられるもの

1
34

5．6

6，7

22．2

3
2

25．0

6．7

2、： ．1＝20ずO

‘F』＝7F　l

　　r　P

計㌦

遇去にあ濠激ぢれたもめ

現在みられるもの

。・ ，、1共にみられるもの

465
11，1・

6．7

3．9

そ6

く

・25．0

215

62… 二
30110

し

っては1ン現在像から， 自閉性，、社会適応を主として， ま

ず重度群，軽度群を決定，そのどちらへも入れがたいも

のを中度群とした。．

窟度群の示す主な状態豫をあげるならば，対話として

の言葉ば殆どなく，物に対する興味操作も殆どみられて

いない。

　それに対じせ軽度群逡）5名は，多少の問題はあ畜が，

いずれも受入れ側φ一方的な好意にのみすがるという状

態ではなく普通学綴に通学している子ども達である。自

閉児の持つ固執傾向，融通のなさ，抽象思考の不得手さ

等を持ちながらも一応の対話も可能であり，他の存在を

認め，それを受入れようとする態度があり，かなりの凸

凹はあるが学習にも何とかついてヤ・多子ξも達で南登。

　次いで以上の主群忙自朗児のもつ特累さが・遍去比の

みおいてみられたとするもの，現在みられるもの，過崇

現在ともにみられるもの，がどれ程いるがを各領域別に

検討をして行った。

＜感覚の領域にみられた特徴＞’

　人間が外界と接触して行く上での両者の接点ともいえ

る感覚領域にみられる自閉児が，示す特異さにつ いて

は，その原因が情緒障害説から知覚障害・ 認知障害説へ

と広がりつつある現在，それ等を実証すぺく諸感覚につ
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野田＝自閉症状把握のためのチ富繊クリス 8作成のこころみ

いて種々の実験が試みられているが，ここではごく普通

に日常生活の中でみら都る具体的な行動を潭して，∫その

特御をとらネて弟た。“　　・』1 　き　　　 、・ 井　 　
騨噸塑質問腿ρと糟であ2と1、結雑第3

鶉「．卸表砺す馴聯る・でコ．班　貿
　問 耳　時タ大きな音でも無視する（大きい音がした

Y 、1、り・』騨たた噴 りしr）も説ま，難た外まぱ

　　　煉し畑しな沁　　i、li罵
　問2　何か嫌いな音がある，或いは大き、な音を娠う

　　　（叫んだりi耳をふさ箆だりする）　　　
麟峨び手麟近奪持緬1ぎ・ね：導った

　　　り煙閉じた卿いた舛る妥二．き｛
，、

尊繍雛編麟と讐礁窪㌘騨

　　　泣き騒ぐこと棚る）謡「好，
し∫1；！、』」；汽，㌦

問与・棚鱒？醜・ 響早蝕秋、、、
』1卜Y …・i

、彫 』纏濾魍ご1ゆ少勘、E cll．」、・、，「，モ…

「

町理購噸解飽サ搬 蓼や響炊
　　　丸

』監・・ ㌦にI」：」、（礼ぺ…』一 r1・

』　、

』塵、あ絶勉牌 ≦熱、 歴吻靴下）二轡
　　＝な、

、、 』㌧・i㌧、昆ト：、ド、 、、 ＿』 ，｝↑イ、己「
問91 でもにお噂をかし）で冷るく1せギ挙う．、、、

問1・1 で確独㌣誓、．、‘＞
メ（』

問1璃噺をまったく勲姫幽1
融食べ物の好き辮’ 叫恥〆、、・r

冨：マ
l

こテで孝し嬢は・．す鋸嬢φ西匿棚勲問題

すタ奪麟緬瞬舜脅ゆ。嘗』鰻のそρグ・レ

ブ師興燐の向轡融轡剣～聯1’
　！第＄考1誘・樺単解）やでも・ 、婆掌り琴曝祭型激伶差異に

比較的正碑櫛騒鞭拠鞠資憂）麹る特殊感
歎？いて離、樋鯵鱗も：ジニ、吠1ト、

r．．

　これ等め表力）らヤ・え否ζタをネ噂奪体Φ題嘩蕉して，当

然の事な参ち現雀ρ昧鱒導嫡重度群ρ）う中輿軽度とな

るに従って，特異さ名歩す割台矯炉滅じており，当卸の

われ拠の欄を馨切髄叩を蜷碗勲1嶋の差が
意外に少なかったこと，及び軽度群に過去現布同じ特果

さを示すものの割合いだ零度群些りむしろ多か マたこと

にづレ）て賎1今鋒の棟耐が期待桑⑫る大き奪問潭を示唆

するものであろう軟塗お個々の感掌頭塚寺、…ρい∫吟味を

加えるなら，以下のことがいえるであろう。

　《1）視覚においては，重・中度群共K過去ぷり現在に

特異さを示した．ものが多』く西r』、過去現在共に特異さを示し

たものは1その数の形の割合いしかないのに対し，軽度

群では特異さをあげたもののすべてが過去から現在まで

それが続“ているとしているよ　』・㌧ ≒・．1δ、

　　 （2）味覚では，過去において特異さを示したむのの約

1半分が現在まで， それを持も続け，あとの半分では消

　失他の領域にみられる・過去よ傭し槻在にみられ：

る聖遇郷些歪幣られ融参ヤ）・1蔚・弾
　　（3）霊度礁で蟻、聴鯵㌧視覚，際覚で過去より事現在

rに於て特異さ奪示滋と舷なものが同程度・（或いはやや多

く塗？∫槙浄童璽週琢1軽度群窓1羨冠尋奪葉博焼てい

　るもの嘱℃？、撫驚噸度の胎輝鯵聞潭も・

力晦り・諏騰耕鯵働と虞その腿雛塑わ
すのが璽の齢規椰れる状態に鋤自馳鐸
麟曝蝋薄御にみ畷サイソの多少
魅き，紳無，蝋藤そこに鍵上の間騨ある事

謂誓轡なら㈹繕ぐ示唆騨果轡るで

　、珍樋騨駿察騰騨欝！ま拳勲ら難へ
　と盤媛化がみ樋τ略潮韓群誓聯蕉変化が

みられず㌧煙惚騨黙郷継蜴費輿鯉
爆鞭獅撫な屡蜂美．勲難、 ・㌦

　　 鵬特殊騨よ磁卿蹴輝顔群鰻塑
卿艇卿鰯鞭繁拳串辮．1◇

　　　　　　　　　　　　　
1』 ＝ 』L”・〔』 ‘㌃『 ヤー』 』1

．専鰹杢間懸響1聯廼纏南勢3

問13∫身体鞭欝餐．マ．耽一1
、一 』，．1

　問14他め人を無視する．

問15見知ら映噸堕導、 』轡1，

ll漫、1勲穂騰醐しないようである

開鰺，自分ヂ界ラだ時にも曵サ奪牢少な曳’・㌧い』1

賦．話騰ナら鰭酵櫓恥お物，型叫び声
　　　をあげる

1、興9 』燃鯵話曝騨舜、麓脳』圏’、』冥
・澗名91 偵分り承彪熔物璽孝昂侍木9手離マ1ざつ，環

，、（・ン、七行き坦を良裏ひ骨i☆⊃ミ’瓦
声、1脚 踊11．

i．．で 弓1．塔

ゴ｝く子、ど勘辱対嫁ζ≧誹r繁＝残＝3　 ㌃
・、ゾき・☆

迅 〔i鍛

：、コ・間9取、但④モ芦もに粒してζ則r』 ：∵』』き1乙｝賦＿L5

〕貫佃訟桝嘱：ξもが騨燈勧郎無関心質
．、．1！＠llぽ．うた＝ぐ無関餅雪抵な野が曽緒莚遊屡う と・彪

　　　 』ない㌃・㌧一ぐ毒）過ら重二 ㌃
㌦』

』』》】1・〔、．く：＝

　　llマう・r緒に遊んで恥る様睡みえる時もあるが交流

　　　．頃を期な￥聡時獣｝ ，lr＝一

1！liい弓二 侍） ・弓交流 しで遊ぶ：継llぐこて惇壕・・《1一」 ・ひli【

拷 』1∫▽’

ンく家族に対＝して＞沸二ち1｛・’響牽、』r ㍗1△』 r　l～気瀞　、

燗22r、母親から脚よ舜せずi＝艶つも 侮？い即’

　　．るピ売三ミ ンン！づ 1二ε惇 へで∫． ：』』1 』♂・欝1！荏1謂入色
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鯖5表

重 度 中 度』 軽 度

実　数　　％　　奥数　　％　　実1数r　％

人との関係にみられる

、特異さ

　（問13～20）

られる特異さ

（問22る24）

総

計

過去にのみみられた者

現在みられる者

過。現，共にみられる者

18

13

8

25．0

18．1

11．1

18

7
4

　　　　　　　14　　35．O

　　　　　　　　2　　5。0

　　　　　　　　317・5

　　　　　「下

　　　　　　　ll「奮

3548・6　23138・3

42．9

16．7

9．5

する態度にみ 過去‘このみみられる者 7 25．9 6 33．3
異さ 現在みられる者 3 11．1
24） 過る現ゾ共にみられる者 1 3，7』

過去に㊨みみられる者 25
23．1

24
33．3

計 現在みられる者 16
14．8 7 9．7

過・現・共にみられる者 9 8．3 4 5．6

計

過去琴㊨みみられる者

現在遜らμる者

過・現，共にみられる者

　　50　　46．3

鯵兄弟に馳人と曝な？た臥ろ纏下いな
　　　ヤ》ようである

問2告、父継糀しても特に齢様子力塑～．

裸φ鯉麟領域で行った9嫡たく 向じ轍
き輪み調たの棚蕨砺多・
　ここでも，軽度群に於て特異さを示したものは，．過去

においてむし御度群より多ヤ’齢し〕を点めているカ㍉

現在そは輪しく減じ釦智厭家族に対する触で
は，重度以外の群では現凪特異ざを未すものは1人も

いない。全体を通じ人間関係領球は卑の感単領域殖比

し，変化しやすい領域といえそちで疹る占』

第6衷 1／

臨得辮均得騨均購

く言語にみられる特異さ＞

　自閉児の言語に様々な特徴があることは， 既にひろく

知られるところであり，言語発達のおくれを心配して相

談比訪れる例も少なくないばかりか，これまでに出され

ている予後調査の中で，予後の良否と関係の深いものと

して幼児期における雷語の有無をあげているも．のも多

い。そこで今回は言語の特徴を，発達状態及び言語理解や

表現にみられる特異さとにわけて検討を加えてみよう。

　使用された問は次に示す通りである。

　＜発達上にみられる問題＞

　間25　言葉の理解の程度は

子どもとの関僚　　過去

　　間21 　　現均
　　　 0．77　0，75

0．57　　0，33　　　　0，25

　子どもとの関係では，その関係み持ち方を段階的に提

示，回答を求めたためそれぞれにb～11までの均等劒り

得点を与え，各個人の碍点を算出平均値を出したものが

第6表である。得点は「子どもにまらたく無関心」を0

とし・「交流して遊ぶ』を1としたものセ，・得点が高くな

る程，・字どもとの関係が持てる礁を表わしている。第6

表におい七重度群の過去を空欄としたのは，回答を得た

ものが2名しかなかったためであり，なぜここだけに回

答が少なかったかの理由については，』 まったく不明であ

る。現時点における対象児の子どもとの関係をみると，

重度群では回答の㈲とのの間に∫軽度群では的と⇔の間

に平均得点があり，その問に一段階の差がある。ぞして

中度群は丁度その中間にあるといえる。なおここでも他

の人間関係同様，幼児からの変化はかなり大きい。

（イ）

「ロ）

の

⇔

ま？たく言葉を理解トていないようで昂る

理解しているかどうかはっきりわがらない

わずかの単純なことばだけしか理解しタヤ・

指示されると応じようとするが， いわれてい

　　1る事がわからず戸惑った表惰をする

　　㈲　簡単な指示は理解できるが向時に二づ以上の

　　 指示を与えられると理解できないr

　　㊦「たいていの菰は理解し，指示に応ずる’

問26　表現として使えるこ とばは

　　（イ）意味のない声をあげたり奇声を発するだけで

　　　ある
』（ロ）

内

偶）

i
ii

iii

iv

V

アーアーで何でも表現する

単語はいうが揚面にそぐわない班が多い

場面に適切なことばが使える’

単語

　二語文

　文にはなるが助詞を抜かしたり使い方を間

違う

　普通に文が話せるが対話にならない・

　対話ができる　 』　、 』・
，、
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野田：自閉症状把握のためのヂ』，重ク．リ ズト作成のこころみ

問27　言葉がふえない

問28 話しぎしたの琴ことぱ牟なくな②てしま？た

くことぱの持つ特異さ＞

問29

問30

問31

問32

問33

問34

問35

ことぱにならず音声のよくよ うだけで話すr

自分で言葉を作って使う　　1．♪ 1

ことばの頭の部分，あるい嫉語尾だけをいう

一づの意味を色菱な意味に胴いる

聞いたことばを、すぐにオーム返しする

たえずひとりごとをいう

ことばの意味をとらえず，文の中のr部分に反

　　応する

　問36　同じことを何度：もくり返しいう

　問37　自分が答えたいためにまわり一のものに質問させ

　　　る　、

　筒38　調子が宰らで』本調子である

嘩瞬と受動φ細力嚇　　，，
榊話しかけら鍋礎簿い・聴、瀕つた 鮮び

　　声をあげる

」脚．鯵の名髄呼顧∫、輝りむ搾レ’
ζ問4盆 ．興人の傘話年學墜糞尽資墾、1、

騨発靴1争鯵る関稗こ？いて！＄群の傾向甥
醜ρが卸邸あ多・：

二、、、 、、

第了表、、

発、達 1

理解　　過去

　問25　　現在

、表 現・　 過去

1問2611 現在丁

、！P・3串lr　⊃0・』49i

O、71　　0，76　・ qく83

、Oi20　　　　　10．26「　　　　0』32

0．42，　　　　0．8G 　　　　0；96

、諸蘇殖で廊羅も』、幽繍⑳終か勧
嘩搾樋許乏力讐熱ゆ轡参瞬騨韓
撒ずれも脚館に於∫暁蹄ンこ嫁》・御獅

婚．逃1韻輝趣勉．過勲脚鯨砥・
寛群聞呼そ導弩未ぎ蓼着び塗匂Fζ♂軍章群湊も舜度群

融肇鰹∫平郷麟拶蓼ヤ1靱融諦稗
型持、鱒向砺レでい鱗1韓群勉1響，容

第β，表
い

．　　　　　　　　　ρ
一『

きな進歩がみられ（いる。即ち言語理解は三群．ξも表現

より幼児期においてはまさり、，重度群における理解力の

進歩は現在の表現力を示す平均得点より高くなっている

が，軽度群において嬬 むしろ表現力の方により大き獣

進歩を示している乙とがわかる。

、なお，f平均化しな』、 各個人の変化の様相をみると理解

・ 裟現共に変化のみられなかったのは重度群に2名いる

他は，．レ｝ずれも2γ亀興隣の変化をしめしており，きわ

だった変化・を示した者礪ない。そしてこの傾向は3群と

燭に共通にみられるもので昂った。

　問27，28については，重度群に6名，中度群に2名，

軽度群に1名おり，その殆どが麺去にその様な事挑あっ

たとするものである。

　次に言葉の持っ特異さについては，問29～39までを一

緒にし，その傾向をみたのが第8表である。

　重度群摩幹て特畢』さを訴すも のの割合いが少ない；

，と退卵獅嘩咳拶くなつ窓晒解対して・

軽度群セば， わずがながらその逆の傾向が出ている泰

は・言葉の発現の遅机ゑ尊摩群で挙骨参教り当然9綜琴

で勲う遡燦麟騨・碑研さ拠瞬異
rさ鱒塑糟郵幽勢解ヤ．ξ殉て略吻で
瀕ぐ乏購財飛撚炉層であう う・’

轡
り牌さの牌麟撫麟卿終蓼睡見出す
；ξはで皆妨燃』騨麹学曝で‘遍癒
からたもめ槻在み幅様になづた椴さ慾噸
31・38をあげることができるし・雛群槻¢恥纏

嘆騨邑餌墜11，3名，．箔3禽β与勘げ！頻・、そ

φぢ卿遇、穿ラい蛮鞭聯瞭9
特紳瞬齢鱒い嫉』1＼1．
懲言語φ曽墾勲中鯛岬縣φ方庶り1

刺辮轡蝿卓頻轡gll塵蓼蓼
討を加えだめが第91衷港ある。

舗の面にみ轡働郷卯㌍痴う馳だ
ために設けら榔問勲轡他人嘩に轡を
示さないという問賦一会勧斡予馳験窟御
にとっては・こ聯た蓼嫡物布騨評鮮る
以前の騨聯り池躰間へり恥櫛零＞て軽に
もかかわぢず，r興味を示さないことkよらで瞳pめそ親

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も＝

’｝

　　　■』 実”数一駕

窟　　　度・ゴ

実数

・中r㌧ ・度臣

　　％

二・睡1』；憂ll

　　l「』71；』

散 ．％

こ とは の特異さ

　r問29ん39”
』〔　一

過去に⑫みられ塵もの

現在みられるもの　、

過、ρ，現，・共にみら麹るもρ

5・

4
　　 5．1

　14．1
，』4， 、4』o

11

8

張

16．7
．12．1

　　．、 ユ0“　嚥21

　　 7 エβ漁

．6P1．

　　㌧・S・“r マr一 ・P1
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第9衷、

実数

重　　 度

　　　％

　中　　度

数． ％、

　軽　　度

数 ％

間40γ41

過去にのみみられたもの一

在みられるもの

過・ゆ二現〆共にみられるもの

81

44．4
．6

5 41．7
41

40．0

q．0

間42

過去にみみみられたもの

在みられるもの

’・ ジ 共にみられるもの

131 11，1』1

3．3

14　

13

1「

1、

50．0

6．7

16．7

31
60．0

第10表

重 度 中 度 軽ン　度

実数　　％　　実
数1 ％　実数1％

圃 ㌧　』執 　性
　’問43ん52

、過去にのみ為られたもの

雀み室樋もの
週。現， 共にみられるもの

14

610

15．6

7．8

1．1

15

3

25．0

3．31
．0

12

7

24．0

4．0

4．O

　、 　　

碑嘩得碩、目であつ焼め嬰締レた・、

全体餌みズここ紬過去鯵卿）解卸糟へ
の変化嬬 か塗 り大きい。た澤蜂度群暢参魅れる過・畢

聯なしり．1 例は・幼児より糊頑驚輸鋤で
ありまわりの大入から行動を抑制きれる機会も多く，そ

の峯噸しか嚇れ御へ磁否師勤醐いている原
因と考えられる己

く騨性＞一
．， ∵．ll：

、’．

物へ咽執爾動のくり逸な響執髄言た醐児
といわれる子ども達が赫rつ砥継特飾翻そ
の騨鱒の生撫脚せばめ乳麹レ｝鰍の腿れを

困町．し頂瞳ゆである・卸騨轡 ど嚇婦徴
をもつか，具体的な行動として選ばれな間いは次のよう

　　　　　　　　　　　　　　ンン 》＝r 　

なものである。

間43 ．嗣 じ競何麟ψ返し∫唖
、』

問44潮？も融塵仰を獅畑る
瞳，批集嫡嘩御』
嘩』畔華タ り澱てやりたがを

町勲舛か麹舶卸師為通り噸こうど
　　　する

　問48同じ状態にしておかないと気がすまない

　問磐　自分炉決めた事を他人にも要求する

　問β0 何かを樹り始坤る前に，おまじないの様1こ同じ
　、ド、　　rい
　　　動作をする

問51新しいものを嫌う

　問52いづも同じむめを着たがる　　…・ 1，“
　結果は第10表に示す通りであり，こごでも中騒度群で

は現在みられるもめが過去にみられたものより減じてい

るのに謹麟ではその趣勧ているこ萄夢鞭
群でも同じ固執性が続いているものの数は決して少なく

ないことがわかる。 項目別の特徴としては3群を通 し透

最も多くその特異さがあげられた間は46であり勃こ4）質

問に回答のなかったものは全被調査者のうち2名にすぎ

なカ1った。次単多か？たや⑫としては間36，48をあげる

ごとができるし1過去にみられたが現在では数がへって

来ている項目と しては間471 ・51がある。

　〈知的発達め状態＞

　自閉児といわれる子ども達の中にある種の才能を持至

ものがいるという ことは， すでに知られているごどでは

あるが・それ堺社会生活の中でξり樺に傳袴れるか周題

であると脚こ・・最摩は・、勢鱗勲辮鵬髄

のは別とし叩概肇く麹嘩塵艦騨て塑≧ご
ろ賄ワ・ むしろ・そ郷鷲しく鰍しないことが彼

等の聯鱗励も暁レ魚祉さえll麹 てい登

し・われわれ繊って幡即呼も岬麟擁輝
和された時い瀕る榊鰯琴畔勲構を畢す
る例がないわけではない。しかしわれわれ渉今考えてい

る知的能力とは何であるのか，そこへの吟味なし匠彼等

の能力を去々することが果してできるかどうか，問題は

大きい。そこで今回はきわめて常識的に経験上予後と関

連がありそうだと思えるものをひろい出してみた。

　まず最も関連の深いもめとしてに遊びの様子をあげる

ことができるであろう。それも物に対亥る開’C～，物の操

作は知的発達と関連の深いものと考え，物とのかかわり
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野田＝1 閉症状把握のためめヂ≠ヅクリ ズト作成のこころみ

をみるため

　　虞 物で遊蝉ない、　　　　　　　　　　．、

　　iiおもちゃ惑ないもので遊ぶ
　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

　　iiiおもぢや酋遊ぷが本来の目的通ゆこは使ってい

　　ない　　　　　”　　　　　　　　　i β

　．悼　おもちやで遊ぶ「』．｛111　　 9

4》4段階を設定した。（i）1こ0点（il〉，0，33点，“ii）D，66点，

（ivl、尾1点をあきえ各グ々7ズの平均得点を箕出したの

が第11表である。重度群では過去と現在で殆ど変化がな

い聾対して・過去では麟蝉の中麟がかなりの変
化を示し，軽度群では幼児期すでに本来の目的通りでは

ないにしろおもちゃセ遊んでおり，現在ではすべてのも

のが勃具セ遊んセし・るこε示わかる。値医犀みて1も重度

群腿去・おも麹嘩聾㍗．玖鱒機のはいな

　第12表

いし，軽度群に物で遊ぱないと答えたものはいなヤ藤

　第11表

重　　度　中　　度　軽　　度
平均得点　平均得点　平均得点

≦遊び岬去。 iq539’ 　1『0・66

　　　　1』現在　　0，37　0・83　1

　　　　　　　　　 コゴ　バなドヤヒ　さ ドド　　ド　 　 ヨ ヴヘ

次賜、げ磯職は浅の他の面での鱒発畿理

できるも 嘩桝瀦果筋る・過蛇おいて嫡蝉
を予想でき麹の闘らか峰麟セ鋤’が∫醸解
おける変化参夫きく，現在では面群の差はちぢまって喰

る1これは庶どもの難の状態像を知っているわ麹

れにと って ほ意外な結果であり間題の殺簿に問題があっ

葬舛麹軽・ノ糠運客購㌍轡艶か喚筆？

　 『llr・　1ジシピ 『『5iじil一』’r 1『二 1く∴　 1！ナ∫LF ・1』、 ！＝＝r　i

き、』r～！㌃、
重 』度1． 喚、二』、欝度 ”、霞、凌一』

，　： 1　　　　　　　藍
実 数 r　r％11 ～1 爽 難、くk％眼・ 災．数、・．％、…ン1、

、大人φ子どもめ動作ゐま篇をす』　・ 過去1」

　　　　　　　　　　　　　・ 現在 2
（、こ呂・トシ

22．2』1

　 一㌧ヤ『li鼎・6　　哩 ．L「

二ぐ21‘“叔1ご！3鵠 二　　　　　　，ド、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7－1　　　　　　　　　　　　　　』過去・
憶力がよい　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　現在

27

92、2

　　　77．8 糾繕
r　l』ぐ、翻ジ

文を読む1　　　　　廼去・
　　 汽　　　気、一・　　　　　、現在、

，盆、＞二，魯こ鐙13　斗、悲勲，4．，、．、、鎮7P．　5一』　10⑬マ

　　　　　　　　　　　　　　　　過去遊具を組立てて遊ぶことが得意　　　　　　　　、

　　　　現在li、

］』2

1！M

1、

ド♪…11r　71こぐ⑩ス、1’　2領　・4q㍗軌

、l　r，～齢』1：、㌔ ＝ド，4 　』』20・q，ξ

　　　　　　　　　　い「1｝’　・過去マ：分で言葉を伶って使う，　　　　　　　　　　　　

旨、・」∫・現在1

　1

i∫：3

11∫1

1

【1町蝋』監 1㌧1617、・其2 ぐ 勉0∫α登

，，．』、　∫ト＝　　　汽更ひン）じ「 　　　　2　！　　　　』」…40－0こく

　　　　　　　　　　』遍去』し

　・㌧　現注1

～！こ∵’

～4

）14

　≡　 P　　　

　・言，溺轡職ウ』　7ン 　u2εioへ

：i1囚二鐙鰍ヅ　 11㌧　　『44ボ〇

　＼　　

』第13衷ア へく』　・㌧　　　〆 ．こ
ト

1ド

＼

トー＼二 ヘド“

』きメ』｝o、尽・

　～　　

P　r　

．、一軍 壌』
卜．

』r『 iい 一㌧　、1
“．情． ㌧

薗．1一．、賢 』度唱巽

，，』，ド案』数 1『％淳
．， 嫁

釧∵．、
％k

　　　　　　　　　．、　　　　
一人にさ鉋ると 皇く珂も，レ奉ヤ・

．こ』

去下　繊12

現在さ　㌦尉1

22．2

1．工

3 50．9qrl

　　　　1　。

　r・」、一』い

20．o

目的的な活動のため忙は大入の』一

きかけが必要』

舷㌧砺・11現在丈…1｝’：5
11レ1”

5，6；1

’3』

3 l水
；’

輿㍉…1’〔㌧1い5ασ図

くぐ・シrl2冨

♪孔魔δ1△16乙oy

聯鱒麟轡えぐも魏ド
聯と1しない

、、

轟耽’4　、窺左　　’6』き ll壇．4「

66．7

4　6 　 ¢』急　　　』L 　r、留≧く．、賄i

『　　

　Pイ　＝レ
oo．9．，

1璽描
』．始呉‘

」㌔蘇即籍計㍗
・気’ぐ，ヂt（斌 r　

過去r・ 1忍
現在．

．・

珍‘

25．9

4．4

10 55．6　　　　6　　　　　　1丈

50・0、　紫1 1

　401．0
1…趣、q．i・1

E 一騨』
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第14表r

　　　　　　　　　　　　　　　過去
一人で活動的な遊びを展開する
　　　　　　　　　　　　　　　現在

友達のやっているのをみて自分　　過去

もやろうとする　　　　　　　　一窺在

学ぽうとする意欲がある

r計

過去

現奔

過去

現在

’重

実数1
　1

　．3

1
3

状態を，こめ結果があらわしているどいうことができる

が，記憶力が良いかどうかという判断となると一定の基

、準があるわけで曝なく・むしろ全体像≧の関係で評領さ

れている結果とみた方がよく，予後がかなりよい状態を

示しているものが，幼児期にプレイ室堀みせた特徴をあ

げたつもりであつたが，その点知的発達をおさえるもの

iとして，どの様な聞題をとりあげるかは：更に吟味が必要

であろう。

納発達のもう一つの噸砺る麟につし・て礪果

は第13，14表である。

　第i3表は意欲のなさを， 逆磧第14表け意欲の出て来た

禄子をきいた結果である。過去において意欲的な行動と

iみられたとするものは極めて少なく，重度群では現在で

iも・「遊び』の面で3名にみられただけであるが，1軽度群

唾は年畏になるに従い，かなりの変化のあることがわか

る。．それにひきかえ，意欲のなさを示す質問では1．、両群

4）葦はあまり大きくないぱ粉pか遷去得まむしろ軍度群

iに「鰍なし」叩答したも卿少ないζケは報融っ

て意欲を失ったとみるより，前述ゐ問同様全体像との関

係で母親が反応したとみた方がよさそうである。

知鯵側面に関しては議まりに設問府｛おおざっぱで
「あり，1 頃接している自閉児の状態像を把握し得たとい

1う㌣こ脚騨鞭⑫であり晃今後Φ吟蜘 醸がもらζ、

i泌要なことを撚した・1㌧㌧

　く生活習慣＞1

ド位ぐめ五ふおψめ中そ峯き函づ乏Lない自閉兜尋とっ『

iて，、社会的参課題であう生活習慣の自立のおくれ，，特異

1さ浄議存しばしば指摘さ狼てヤ・るところであり，そψ状

曝？かむた興設け拠勲が以下確問で棚結
果ぼ第工5衷に示ず通りである。

　自立の程度　L・　　　 ㌧‘・ 　　髪

　食事　正　自分で食べようとしない’

度

％

11．1

33．3

3．7

11．1

　中　　　度

粟数 1％

2

6

2

10

33，3

工0010

33，3

55．6

　　　i三手づかみで食べようとする

　　　m　こぼしながらも，スプーソや箸を使って食

　　　　べる

　　　iv　一人で食琳ができる

排泄　 孟　おしっこをまったく教えない

　　　ii おしっこを教える事参あるが，常に蓬意し

　　　　ていなけれぱならない

　　　liiおしっこは教えるが，衣服の着脱や始末な

　　　　どに手伝いが必要である

　　　iv　ひとりでできる（まったく手がかからない）

着脱　i 衣服の着脱はまったくひとまかせ

　　　ii　指示すればやるが一つ一つの動作に援助が

　　　　必要

　　　iii　r口だけの指示でやる

　　　iVl』まったく赴とりでで寺ゑ
1、～ハき生活習慣にみられる特異さ　　　　　　1 1’1

間53食べ物の好き嫌いがはげしい

開54特定㊨ものしか食べなかった1り，時間をずらし

　　たり，場所をかえたりすると食べない事がある

問55他人のものと自分のものの区別がなく“ ほ1しい

　　ものがあれば誰のものでもとって食べてしまう　i

問56食事の途中で立ち歩く

問5ク

問58

聞59

問60

問61

夏夜中にひとりで遊んでいる

場所が変るとねむれない

場所をかまわず衣服を脱いでしまうL

南桐じものを舞がう』』』』1 1』、．

少しでもぬれるとすぐぬいで しまう・
嗜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　ら　ト
　コ　　

　第15表は卑立の程度をあらわし為も璽であ「g乱鴛京11

が麗な自立を示す・鰭と紅つφ準中鱒衣服の
着脱の遅れが目立ち，年齢が大きくなっズ，ほぽ他のも

の◎自立の程度にまで追いついている蔦とがわかる。じ

か し，生活の最も基盤となるべき生活習慣の自立が平均
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野田＝自閉症状把握のためのチ．島 リグリ 匁ト作成のこころみ

．第15表1　へ

．〉　

重
㌧’

平均得点
中”度 軽』’

ξ平均得点』 ．平均得点 冠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧過去
　　　　　　セ　　

　

　　　　　現在

　
　　　　　　　　　　　　　　コ

　じ　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　エ

『身ド 、：漉

∫ 舞
　　　　　現在

0㌃41・　 〇．5才　　0155

ごα7g　r”0192 』卜・r ，8⇔言・

rO㌦5マ．．ql57　 9軌67

0．85　　1』00　－1100

Lご 脱、
　、過去．』　 ・0ゆ4 　033，．　0，磐

現在 10、61、　 0軌90 　0・89』

計
過去 　i ρ」34・、琳0。47f ＝．．0■52

．』034 　Q・92

年齢f乞8歳比およぶ為甘まだ軽度群比おいてさえ若干の

問疽を残しているというととは，彼等の療育を考える場

合為暖の夫きな課麺となるべき問廟そあろう乞 』㌔

　なお，第16表は生活習慣の特典さにづいそ（り質筒の結

果をまとめたもめそある乙L ［／＼・

　主群を通じ《ト1栖は1り食寧に関する問題が恒立ち， rそ

れも重度群におい《年長にま聴残霧し《いることがわか

る8生活習慣の特異きに関二しズは，重度群に於ても， 年

、・ 第16表

長になづてその問題が出で来た1という・ ものぼ比較的少な

く，むしろあまり変化していないのが特微であろうも・

　＜自己統制＞　　　　　　　　　（1、　ゴ，　空　1…

　最後に，自閉児の社会適応を困難にしていう慈鳳時

に，彼等の扱について周囲に多くの迷いや混乱を生ぜ し

めているものに，彼等自身の持つ自己統制力の欠如をあ

げるご1占揮でぎ奇ξ考孝囲、葱薙等琴開当ての質問を設け

嘩鰺翠礁 』i』㍑・

」離齢9 ヤたいこと鱗止されるとおこってかみ

　　づいたり，けったりして手がつけられない

・聯雑さ糠ごと・脅齢独レ’　、，
　問与4 、庸や他入め家で，』ヒどわヴなしに欲し恥ものを

　　　もっで来てしまう

　問65　はげしい酔たずらや， ぴどり でど；かへ行って

　　、・しまう為菌r時も目が離せ1饗y’、

　　　　ドし　　　ヤ
緒騨第享御ご示す通りであり・過去砕こ於噛度鰍

り軽度群k多くみられた自己統制力のな さも，重度群で

は初働変化紗騨嘩拠系 嘩群ではかなり

減じているのがわかる。．またヲ過去にはみられなかった

にも勉，椀朔鶴晒継餌碗たもの◎1重騨

㌧1■ 　　　～－

一、（ 実数ll・刺案．数

食P

ら蘭53ん56

事r 過却このみ捗れき．もの

、隅鶴馳髄り
、

過し現，共にみられるもの

「1ず㌧ い・み　ん

r問57i58

懸」　　　　 』脱

』鞭漁

、、、ン＾㌔　計ぐ、

11　二一30．♂6 F　・16『

2
11 　　　30．6　　　　　　r1

㌧ 66；7　　6　30．0

　
ニト・

　　4．2　210．01
過牽臆りみ吟られたむの

現を遜危れうもの

、

璽2』恥、共年みられるも硲

4 22．2 3
1　　　』 5‘6』

2・ 1真1、1」ゼ、

25．0
21、 、　　　　　［凡

0．0

10．0

，過去にのみみ、られたもの

．．現在みらヒ砲るも¢㌧、．．

過・「現，共にみられるもの

二2∵r7‘4乱　　．、し3鍵　 ③1 20・9
、2 、、7．4

7バ

2

3　1L匹　　2．’

、ユ早、

、11，1、

』・咲・

過去にのみみら れるもの・

ン現在みられる硫もの

、

・過一＞、現，、共にみら れるも の

・17 γ　、21」O』・ 　　λ25」’ll46．3 』　　　　　　　　叉24♂4！

」51・・．蚊6r2 　．β 乱て、、！　、、． 　・1∫1 ＝2・2

1＄、，瑞8．・∵’3一』、5ゆ》． 、2r』㌦、4‘4r

〆「
へ

・

簿1了豪
．、

づ＞F一　　　弔r・

’　　k一 ■ 1重　　r慶　　二1中応・度＾

奥数　％』．美二頚1、、％1

1軽 　r 度・

実一数
、彩二1、、

、

’テ50『Oll．

＞　　r』、

，5σO」

1鋒 自擁己1統』制
1、丈ピテ rノ八’
　　問62」65一

過牽に㊨み遜られ為奄の1

在みら樋もρ血
・現。共にみら醜うもの　　　　　　　6　　　　　「　！

．二12

一、4

33．3
1．1．

30．6

・12

i

与9‘q玉、・

8，3’

・ 42、

へ
ユσr・

』
　　　魅

、二1く
（・ユ
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にお恥、て約10％あったのに対し』軽度群では0であ り，

この群に、おいて曽実な変化をしている事がわかる。

W　ま　と　め

第⑱表

重　度　群 、軽度群

感　　　覚

過去より現在に特
さを示すものが
くなっている

過去では重度群よ
り特異さを示すものが多いが，年畏・時ではあきらかに

じてレ）る

社　会　性

変化あり（年長時に減じている）

過去では重度群よ
り特異さ多変化あ

1り（年長時に減じてい』う）

　　’　

雪‘一駈P　　

““

発 理解力より表現力の方がおとる　

達

変化あり　　　　　表現力にみられる
　　　　　進歩は著るしく，　　　　　　殆どが対誕可能

特異

さ

過原より現在に特　　
大きな変イbなし異さを示すものが多くなっている　、r　　　　・パ

固　執　性

過去より現在に特　　大き1な変イヒなし異さを示すものが多くなっている

知的発逮

大きな変化なし　　幼児期より重度群　　　　　　との間に差あり　　　　　　・変化あり

意’　　欲
過去で1ま重・軽度群共にあまりみられず

大きな変化なし1変化励

生、活習慣
衣服の遥脱に両群とも大きな変化あり

変化あり　1廊靭

自己統制 大きな変化なし　　変化あ1り

　こ・れ：までめ結果をやや乱暴ではあるが大きな特徴をつ

かみまとめたのが第・8旅あ袴・臨詳の瞠講の

解さ調執性にみ馳る過去よ囑在｝こ・よ’り犠
1さを示す回答が多くなづているのは，、それらの面に当初

やれやれが予想しき以上に発逮とのかかわりがあ・る事を

示すものであろう。例えば害語等についでは，その特異

さは言語が発現してこそ聞題となるもので，言語のない

もの壁って瞳味φない設問聯陣を蝉鍬り考え
ていたが，感単，固執準についξ もそれ摂みられた；と

は，今後自開症抹を把握する為め＠チ≧ッ、クリストを作

る場合厳密にお二さえられなければ捻らな“点であろう。

即ち発達の遅れがある故にまだ出現しない行動であるの

が，その行動がないことが自嘲症状の薩1ざを意味するこ

とであるかめ吟味の必要性である。　 ハ

　次に，チェックリストを作った者と，対象児 を三群に

　わける為の検討を作った者が同一であるため，三群にわ

たる基盤とな マているものがダ チ；ックリストを作る上

　でり華盤にも参．？ており，，傘体を通し，霊度から中摩，

軽度と、自閉症抹が軽いと考えられる結果になっているこ

　とは，むしろ当恭の結果ζいえるであろう。なお中度群

に？し）ては，弄やまでの文宇では殆どふれていない。そ

れをみある項目雫は重度群と同じ様な傾向を示し，また

あぐ漂目では軽摩群と似た反応を示しているが実際の状

態像をみてもまさにその通りで，例えぱ言語的には軽度

群に入れたいが， 適応という面からはどうレても軽度群

には入れられないという種頚の子どもであり，結果の整

理の留頭でも毒れたが！明らかに母砥されるも「のを配置

し鳶拓と，むしろどちらへも入れられぬあいま野さを持

った1ものがここに入れ猟それがそり．まま こ嚇皐に

出ているといってよいであろう。

　更に，実際の状態像のへだたりからみれ擢，、、今回のチ

ェックリストにあらわれた重度群と軽度群の楚1ま予想よ

りかなり下まわるものであった。それは過去に寄かのぽ

って きいているという不確輿、さもさる二・とな魁ら，ilこの

種の質問に答える場合，全体像との関係で反応してしま

うことが多いため，軽度であればある程，また許妃莞な

問題が，という気持で本人の行動を評価しやすく，それ・

に反し重度の場合は，その反対の傾向がみられるという

亦である。

　卑・多くの調査で指鞭れている点壱こ・嫉の客観

性に零す る不確実さがあるがここでも例外 頴になかっ
た。 例えぱ手をヒラヒラさせるという行動などは，対象

児の過去の行動観察記録をみれば，、かなりの数出現して

いるにもかかわらずF調査ではそれ程多く守い。その差

はこの調査の回顧的な母親の評価にだよるたという’凄も

大きな原因であろうカ1・舗の出現が大紘関’賢鞭あ

る頃の母親にとって・われわれにとつ轡詔のサイン

とみられる行動も，あまり不安の材料になるとも思えな

い場合，見過されてしまいがぢであうという事実，これ

等の箏実をふまえての吟味こそ大切であり，これまた改

善がなされなければならない問題であろう。

　被験者が少なく予後との関連について一般的な傾向を

云々することは出来ないが，今後この結果を再が9矢一

人の症例にもどレ，更に使用にたえ得るチ呂ックリスト

がつくられなけれぱならないであろうと同時に，この研

究を更に一歩すすめるためには，変化しやすい側面と，

しにくい側面をあぎらカ≦にし，ぞこに加えられてしン・る扱

いとの関係を明らかにして行かなければならないと考え

ている。
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